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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号1平成 29 年（ 2 0 1 7 ）せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 1 月 4 日（水）13 時 00 分　平成 29 年成人式式典　清水公園総合体育館

まちの人口と世帯　平成 28 年 11 月末日現在　
人口
9,148 人（前月比‐2）　

人口（男）
4,411 人（前月比 +3）

人口（女）
4,737 人（前月比‐5）　

世帯数
5,229 戸（前月比 ±0）　

i

お餅を
ぺったん？

まだまだ杵は大きいね！

杵を持って写真撮影！



広報せとうち　　2

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
全
国
各
地
で

ご
活
躍
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
新
た
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
町
民
の
皆
様
方
か
ら
の
あ
た
た

か
い
ご
支
持
を
賜
り
、
町
政
を
預
か
ら

せ
て
頂
い
て
か
ら
２
回
目
の
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
様
と

全
国
の
郷
友
会
の
皆
様
、
瀬
戸
内
町
に

関
係
す
る
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
お
か
げ

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
町
の
発
展
の
た
め
万

難
を
排
し
、努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
関
係
各
位
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
町
制
施
行
60
周

年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
月
に
は
新
造
船｢

フ
ェ
リ
ー

か
け
ろ
ま｣

も
就
航
し
、
加
計
呂
麻
島

の
観
光
・
農
林
水
産
業
等
の
振
興
に
弾

み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
（
仮
）
古
仁
屋
休

憩
施
設
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
本

格
着
工
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
地
域

振
興
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
７

つ
の
大
き
な
構
想
か
ら
な
る｢

瀬
戸
内

町
創
生
実
行
計
画｣

を
推
進
し
て
い
く

上
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
に
お
き

ま
し
て
も
、
私
が
唱
え
て
お
り
ま
す
、

「
町
民
・
全
国
の
郷
友
会
・
役
場
職
員
」

が
一
体
と
な
っ
た「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」

を
旗
印
に
、「
絆
で
創
る
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」「
元
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
理
念
を

継
続
し
、
町
政
運
営
に
全
身
全
霊
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
創
る「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」

を
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

謹賀　　新年 瀬
戸
内
町
長

　
　
　
　
　

鎌
田
　
愛
人

Setouchi Town Administration 瀬戸内町行政



3　　広報せとうち

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
御
健
勝
で
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
共
の
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
議
会
議

員
選
挙
は
、
町
制
史
上
初
め
て
の
無
投
票

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
町
民
皆
様
の
意
志
等
を
踏
ま
え

て
「
魅
力
あ
る
議
会
」
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
私
共
、
国
境

離
島
の
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
国
が
掲
げ
る
「
地
方
創
生
」
を

生
か
し
た
、
瀬
戸
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
に
よ
る「
瀬
戸
内
町
総
合
戦
略
」

の
諸
々
の
施
策
実
現
に
、町
当
局
と
議
会
、

そ
し
て
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
に
よ

る
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
の
拡
充
と
、
群

島
民
の
格
安
航
空
路
線
の
拡
充
、
航
路
・

航
空
路
運
賃
や
、
農
作
物
の
輸
送
費
等
の

軽
減
が
更
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
の
金

子
万
寿
夫
代
議
士
、
林
健
二
県
議
と
連

携
を
図
り
、
町
当
局
と
共
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
町
制
施
行
60
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
60
年
の
町
制

と
議
会
の
歩
み
を
振
り
返
り
、検
証
し
、

こ
れ
か
ら
の
瀬
戸
内
町
の
発
展
の
た

め
、
私
共
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
議

会
の
改
革
に
取
り
組
み
、「
議
会
の
活

性
化
」
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
奄
美
で
は
世
界
自
然
遺

産
登
録
、
そ
し
て
町
で
は
陸
上
自
衛
隊

配
備
計
画
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
我
が
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
追
い
風

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
努
力
す
る
と
と
も
に
、
議
決

機
関
と
し
て
的
確
、
か
つ
迅
速
な
議
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
本
年
も
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

謹賀　　新年瀬
戸
内
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
岡
田
　
弘
通

瀬戸内町議会 Setouchi Town Assembly
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町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
瀬
戸
内

町
の
一
層
の
発
展
と
子
ど
も
達
の
幸
せ

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

本
町
教
育
行
政
推
進
に
対
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
ご
支

援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
民
の
皆
様
、
全
国
の
郷

友
会
の
皆
様
を
迎
え
、
瀬
戸
内
町
町
制

施
行
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
郷
土
瀬
戸
内
町
を
築
い

て
き
た
先
人
た
ち
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か

な
自
然
や
歴
史
、
伝
統
、
文
化
な
ど
を

児
童
生
徒
へ
伝
え
継
承
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本

町
の
教
育
行
政
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
行
政
の
基
本
目
標
で
あ

り
ま
す
、
21
世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
な

「
瀬
戸
内
っ
子
」の
育
成
を
目
指
し
、「
未

来
に
生
き
る
確
か
な
学
力
」、「
生
き
る

喜
び
を
育
む
生
涯
学
習
」、「
郷
土
の
心

を
伝
え
る
文
化
活
動
」
を
力
点
と
し
、

諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
も
の
に
「
学
力
向
上
」

が
あ
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
教
職
員
の
研
修
を
充
実
さ
せ

て
「
子
ど
も
が
分
か
る
授
業
」
を
確
立

す
る
こ
と
を
第
一
に
、
町
内
の
児
童
生

徒
全
員
の
学
力
が
向
上
す
る
よ
う
各
学

校
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の

と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成
や
心
の
教

育
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
地

域
ぐ
る
み
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
地

理
的
環
境
を
活
か
し
た
体
験
学
習
と
し

て
「
遠
泳
大
会
」「
大
島
海
峡
板
付
け

舟
横
断
」
等
で
体
力
・
気
力
を
向
上
さ

せ
、
自
然
の
中
で
「
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
」
の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
面
で
は
、
個
々
に
応
じ
た
指
導

の
徹
底
、
複
式
学
級
に
お
け
る
指
導
法

の
研
究
、
郷
土
文
化
体
験
学
習
、
学
習

発
表
会
・
文
化
祭
、
本
町
で
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
中
学
校
弁
論
・
英
語
暗

唱
大
会
も
益
々
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

世
界
に
羽
ば
た
く
大
き
な
夢
を
堂
々

と
語
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
日
々
努

力
す
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
に

も
、
プ
レ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
事
業
、

児
童
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
水
泳
教

室
、
満
天
ク
ラ
ブ
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
公
民
館
講

座
や
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習
の
充

実
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し

た
各
種
大
会
、
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ

等
に
よ
る
健
康
増
進
活
動
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
た
環
境
教
育
や
文
化

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
最
高
学
府
で
あ
る
県

立
古
仁
屋
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
ふ

る
さ
と
留
学
扶
助
費
や
各
種
補
助
金

等
、
魅
力
あ
る
施
策
を
打
ち
出
し
、
新

入
学
生
の
確
保
、
在
校
生
の
学
力
・
資

質
向
上
に
町
民
一
丸
と
な
り
、
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し
く
活
力

に
満
ち
、
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
風
土
の

構
築
と
充
実
を
目
指
し
て
、
そ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
新

し
い
年
が
希
望
に
輝
き
、
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　

上
田
　
敏
也

謹賀新年

瀬戸内町教育委員会 Setouchi Town Board of Education



ようこそ！と、さようなら

　11 月 15 日に新造船の３代目フェリーかけろま竣工式が海の駅で行われ、12 月１日に３代目フェリーか
けろまが就航しました。
　新造船はこれまでのフェリーの形式と異なる、船首と船尾にスクリューとランプウェイ（斜路）を装備し
た両頭船となり、車両の乗り入れが楽になりました。また、バリアフリーのトイレや車両甲板と客席をつな
ぐエレベーター、１階にシルバー室（15 人）を設置して、高齢者に配慮した船を目指しました。
■総トン数 197 トン　■全長 37.8 メートル　■幅 8.8 ｍ　■旅客定員 140 名
■積載車量　大型バス２台、乗用車４台　■建造総額　約６億５千万円（町８割、国と県１割ずつ）

新造船３代目フェリーかけろま

Welcome! and Goodbye

▲２階の客室

▲バリアフリーのトイレ ▲エレベーター

▲２つある操舵機関 ▲車が前進で乗船できる

▲１階にあるシルバー室（15 人）

新造船の特徴

２代目フェリーかけろま

ようこそ！ さようなら、ありがとう！
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☑ 1 月のお知らせと情報

広報せとうち　　6

　「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問い合わせ　瀬戸内町立図書館・郷土館　　　☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　世界自然遺産せとうち町推進室　☎０９９７－７２－１６００ 世界遺産

「
ウ
ケ
ジ
マ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ
」
に
つ
い
て

　

請
島
に
は
「
ウ
ケ
ジ
マ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ
」
と
い
う
種

類
の
ク
ワ
ガ
タ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
奄
美
大
島
と
加
計
呂

麻
島
に
は
「
ア
マ
ミ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ
」
と
い
う
仲
間
が

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
ウ
ケ
ジ
マ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ

タ
」
は
請
島
に
し
か
生
息
し
て
お
ら
ず
、昨
年
度
末
よ
り
「
国

内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
追
加
さ
れ
、
保
護
体
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
で
は
近
年
、
こ
の
様
な
貴
重
な
動
植
物
の
盗
採
掘
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
私
た
ち
み
ん
な
の
目
で
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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■お問い合わせ　保健福祉課　保健福祉係　　　☎０９９７－７２－１０６８( 内線 135)
　　　　　　　　大島支庁瀬戸内事務所福祉課　☎０９９７－７２－０１８６

　
　
　
特
別
障
害
者
手
当
と

　
　
　
　
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

手当支給

■
目
的

　

重
度
の
障
害
者
又
は
障
害
児
に
対
し
て
、
そ

の
障
害
に
よ
り
必
要
と
な
る
特
別
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
要
件

　

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳
以
上
（
障
害

児
福
祉
手
当
は
20
歳
未
満
）
の
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
支
給
月
額

　

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
８
３
０
円

　

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
６
０
０
円

■
支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11

月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
所
得
制
限

　

受
給
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
額
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
度　

推
進
員
養
成
講
座
の
ご
案
内

瀬
戸
内
町
で
は
現
在
、『
食
生
活
改
善
推
進
員
』

『
健
康
づ
く
り
推
進
員
』
の
２
つ
の
推
進
員
が

地
域
で
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
、
身
の
周
り
の
大
切
な
方
た
ち

の
た
め
に
、
健
康
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
実
践

し
た
り
、
お
手
伝
い
し
た
り
、
楽
し
く
健
康
づ

く
り
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

推
進
員
の
養
成
講
座
を
左
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
お
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

１
回
目　

平
成
29
年
２
月
３
日
（
金
）　

　

２
回
目　

平
成
29
年
２
月
10
日
（
金
）

　

３
回
目　

平
成
29
年
２
月
17
日
（
金
）　

　

時
間　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
座
内
容

　

健
康
づ
く
り
の
課
題
と
生
活
習
慣
病

　

栄
養
の
基
礎
知
識

　

健
康
づ
く
り
と
身
体
活
動

　

瀬
戸
内
町
の
母
子
保
健
の
現
状

　

推
進
員
の
地
区
組
織
活
動　
　
　

な
ど

■
お
申
込
み　

１
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
お
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

保
健
福
祉
課　

保
健
予
防
係

　
　
　
　
　

７
２
‐
１
１
２
２　

保
健
師
ま
で

■お問い合わせ　保健福祉課　保健予防係☎０９９７－７２－１１２２

推
進
員
に
な
っ
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に

　
　
健
康
づ
く
り
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

健康推進
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■お問い合わせ　工業技術センター奄美市駐在　☎０９９７－５２－００６８
　　　　　　　　  工業技術センター庶務部　　　☎０９９５－４３－５１１１

　～なぁみぬ健康や　わぁきゃ島ぬ宝だりょっど！～（あなたの健康は瀬戸内町の宝です！）

  
　   

鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
奄
美
市
駐
在
の
物
品
売
却
の
お
知
ら
せ

物品売却

健診案内

　

鹿
児
島
県
で
は
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
奄
美
市
駐
在
（
旧
大
島
紬
技
術
指
導

セ
ン
タ
ー
）
が
所
有
す
る
物
品
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
入

札
に
は
、
原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
入
札
の
日
時
・
場
所

　

日
時　

平
成
29
年
１
月
17
日
（
火
）　

午
前
10
時

　

場
所　

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
奄
美
市
駐
在（
奄
美
市
名
瀬
浦
上
町
48
番
地
１
）

■
売
却
す
る
物
品

　

大
島
紬
の
試
験
・
研
究
・
開
発
等
に
使
用
し
て
い
た
機
器
類

　

※
搬
出
に
要
す
る
経
費
は
、
全
て
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
搬

出
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
奄
美
市
駐
在
と
事
前
に
協
議
し

て
く
だ
さ
い
。

■
売
却
す
る
物
品
の
公
開

　

日
時　

平
成
28
年
12
月
１
日
（
木
）
か
ら
入
札
の
日
の
前
日
ま
で

　

場
所　

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
奄
美
市
駐
在（
奄
美
市
名
瀬
浦
上
町
48
番
地
１
）

　

※
見
学
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
奄
美
市
駐
在
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
入
札
時
に
持
参
す
る
も
の

　

①
現
金
（
落
札
時
に
購
入
代
金
の
全
額
を
現
金
で
即
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
条
件
で
す
。）
②
印
鑑
③
筆
記
用
具
等

■
そ
の
他

　

売
却
物
品
の
一
覧
及
び
入
札
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
奄
美 

入
札
」で
検
索
）及
び
役
場
の
掲
示
板
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

霧
島
市
の
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
庶
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
机
、
い
す
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
事
務
用
品
類
に
つ
い
て
も
、
１
月
中
に
入
札
を
行
う
予
定

で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　今年度、最後の特定健診・長寿健診です !!
　７月・11 月に特定健診・長寿健診を受診されていない方が対象です。

【日時】　平成 29 年１月 18 日（水）～１月 20 日（金）受付：８時 00 分～ 10 時 00 分
【場所】　すこやか福祉センター（旧社会福祉協議会事務所）
※１階で実施するため、階段はありません !!
※医療機関で受診希望の方は３月末まで実施いたします。事前に予約して受診されてください。
※定期的に病院受診されている方は、役場へ採血データ等の情報を提供してください。

■お問い合わせ　瀬戸内町立図書館・郷土館　☎０９９７－７２－３７９９

  

町
立
図
書
館
・
郷
土
館
か
ら

　
　
　
　
　
休
館
の
お
知
ら
せ

休館日
　

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館

か
ら
特
別
資
料
整
理
に
伴
う
休
館

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

年
に
１
回
、
蔵
書
を
点
検
す
る

こ
と
に
よ
り
、
不
明
図
書
・
修
理

図
書
等
の
確
認
、
書
架
の
見
直
し

を
行
い
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
は
か
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
移
動
図
書
館
も
休

み
ま
す
。
相
互
貸
借
や
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
等
の
業
務
も
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
特
別
資
料
整
理
休
館

平
成
29
年
１
月
30
日
（
月
）
か
ら

平
成
29
年
２
月
６
日
（
月
）
ま
で

　
■
そ
の
他

　

休
館
中
の
返
却
は
、
図
書
館
の

玄
関
横
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、
海

の
駅
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

みんなで守ろう、みんなの健康、みんなの医療費
お問い合わせ：役場保健福祉課　保健予防係☎７２－１１２２まで
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■お問い合わせ　鹿児島障害者職業能力開発校　☎０９９６－４４－２２０６

■お問い合わせ　鹿児島県立宮之城高等技術専門校　☎０９９６－５３－０２０７

  

　
　
平
成
29
年
度
　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
校
生
募
集

  

　 

平
成
29
年
度
　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
校
入
校
生
募
集

入校募集

入校募集

　　　　　　平成 28 年度　脳卒中予防フォーラムのご案内

平成 28 年度脳卒中予防フォーラム～脳卒中で寝たきりにならないために～を開催します。
■場所　奄美市文化センター（奄美市名瀬長浜町 517 番地）
■日時　平成 29 年１月 29 日（日）受付 12 時 30 分～ 13 時 30 分、フォーラム 13 時 30 分～ 16 時
　オープニング　情報提供  「名瀬保健所管内における脳卒中の現状」
　講演　「脳卒中とドクターヘリ～期待される治療効果～」
　　講師　鹿児島県立大島病院脳神経外科部長　東　拓一郎　先生
　講演  「脳卒中をどこでくい止めるか ～よりよく生活するために～」
　　講師：鹿児島医療センター脳 ･ 血管内科医長 / 脳卒中センター長　松岡  秀樹  先生
■お問い合わせ　大島支庁保健福祉環境部（名瀬保健所）健康企画課☎０９９７－５２－５４１１

開催案内

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
き
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
々
に
対
し
て
職
業
人
と
し
て
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
の
入
校
生
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

①
Ｄ
日
程

平
成
28
年
12
月
19
日
（
月
）
～
平
成
29
年
１
月
19
日
（
木
）
ま
で

②
Ｅ
日
程

平
成
29
年
２
月
６
日
（
月
）
～
平
成
29
年
３
月
３
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日

①
Ｄ
日
程　

平
成
29
年
２
月
３
日
（
金
）

②
Ｅ
日
程　

平
成
29
年
３
月
16
日
（
木
）

■
募
集
科
目

情
報
電
子
化
、
デ
ザ
イ
ン
製
版
科
、
建
築
設
計
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

■
応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

保
持
者
（
手
帳
の
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
平
成
29
年
３
月
卒
業
予
定
の
方
も
応
募
可
能
で
す
。

■
入
校
料
・
授
業
料　

無
料

※
そ
の
他
詳
細
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
ま
た
は

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
、
県
が
設
置
し

て
い
る
職
業
能
力
開
発
施
設
、
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
の
入
校
生
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
科
目

　

木
工
・
建
築
大
工
の
技
術
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し

た
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

建
築
工
学
科
・
室
内
造
形
科

■
募
集
期
間　

現
在
募
集
中

平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）
ま
で
（
Ｃ
日
程
）

※
Ｃ
日
程
終
了
後
は
、
Ｄ
・
Ｅ
日
程
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

Ｅ
日
程
募
集
締
切
平
成
29
年
３
月
３
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
資
格

建
築
工
学
科
（
高
卒
程
度
以
上
。
平
成
29
年
３
月
に
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

室
内
造
形
科(

義
務
教
育
終
了
程
度
以
上
。
平
成
29
年

３
月
に
高
等
学
校
又
は
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）

■
選
考
日　

平
成
29
年
１
月
27
日
（
金
）

■
選
考
場
所　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

■
選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）、
面
接

■
合
格
発
表　

平
成
29
年
２
月
６
日
（
月
）

※
応
募
書
類
は
、
県
内
各
高
等
学
校
、
公
共
職
業
安
定

所
、
県
地
域
振
興
局
窓
口
、
市
町
村
本
所
支
所
（
雇
用

労
政
担
当
）
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
校
募

集
案
内
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入場無料
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　　　　　　平成 28 年度　歯周疾患健診のお知らせ

平成 28 年度中に 40 歳・50 歳・60 歳・70 歳になる節目の方（昭和５１年生・４１年生・３１年生・２１
年生）を対象にハガキを送付しています。

■期間　平成２９年２月２８日（火）まで
■場所　町内歯科医院（登山歯科・ア歯科・町田歯科・せき歯科・かけろま薄井歯科）
■金額　無料
■お問い合わせ　保健福祉課　保健予防係　☎０９９７－７２－１１２２（直通）

歯周健診

平
成
29
年
度
　
物
品
等
に
係
る
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

■お問い合わせ　財産管理課　管財係　☎０９９７－７２－１１９６ 指名受付

　

瀬
戸
内
町
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
等
に
係

る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
申
請
し
入
札
参
加
資
格
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
）

　

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
左
記
の
方
法
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
～
随
時
受
付

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
（
午
後
０
時
～
午
後
１
時
は
除
く
）

■
受
付
場
所

　

財
産
管
理
課　

管
財
係

■
申
請
方
法

　

町
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
か
ら
申
請
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
財
産
管
理
課
管
財
係

で
申
請
様
式
を
直
接
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
町
Ｈ
Ｐ
へ
の
申
請
様
式
の
掲
載
は
、

平
成
29
年
１
月
中
旬
頃
に
行
い
ま
す
。

■
資
格
登
録
期
間

【
町
内
】

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
（
平
成
29
年
度
）

【
町
外
】

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
（
平
成
29
・
30
年
度
）

■お問い合わせ　奄美大島年金事務所　☎０９９７－５２－４３４１ 　
　
年
金
コ
ー
ナ
ー

20 歳年金
　

国
民
年
金
は
、年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。

■
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て

い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺

族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

■
「
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
は
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
　
～
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
～

年金キャラクター

「もくもく」
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■お問い合わせ　独立行政法人　奄美群島開発基金　☎０９９７－５２－４５１１

■お問い合わせ　県庁地域医療整備課　☎０９９－２８６－２６９３

■お問い合わせ　大島地区消防組合瀬戸内分署　☎０９９７－７２－１１９０

　
　
奄
美
群
島
開
発
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　  

陽
子
線
に
よ
る
が
ん
治
療

 

奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す

融資・保証

がん治療

運行開始

　

奄
美
群
島
開
発
基
金
は
、
奄
美
群
島
の
産
業
振

興
を
図
る
た
め
、
融
資
業
務
・
保
証
業
務
に
よ
り

事
業
者
の
方
々
へ
の
事
業
資
金
の
円
滑
な
供
給
に

努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
証
業
務
と
は
、
事
業
者
の
方
々
が
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
を
行
う
際
に
、
奄
美
基
金
が
信
用

保
証
を
行
う
こ
と
で
円
滑
な
資
金
供
給
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
奄
美
基
金
、

各
金
融
機
関
、
各
商
工
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

■
融
資
の
種
類

農
地
購
入
、
果
樹
植
栽
、
家
畜
購
入
、
中
古
船
取

得
、
農
林
水
産
物
の
流
通
加
工
、
観
光
関
連
産
業
、

地
域
活
性
化
、
地
域
資
源
振
興
な
ど

■
融
資
利
率
（
平
成
28
年
11
月
17
日
現
在
）

　

年
０
．
０
８
％
～
年
２
．
７
１
％

■
融
資
期
間
　
最
高
20
年

■
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

独
立
行
政
法
人　

奄
美
群
島
開
発
基
金　

本
部

〒
８
９
４
‐
０
０
２
６
奄
美
市
名
瀬
港
町
１
‐
５

Ｅ
メ
ー
ル　

kikin@
am

am
i.go.jp

Ｅ
メ
ー
ル
か
ら
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
鹿
児
島
県
に
お
け
る
「
が
ん
」
対
策

　
本
県
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第
１
位

は
、
全
国
同
様
「
が
ん
」
で
あ
り
、
が
ん

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
策
定
し
た

「
鹿
児
島
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
が
ん
予
防
の
普
及
啓
発
、
早
期
発

見
体
制
の
充
実
や
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
の
整
備
な
ど
、
総
合
的
な
が
ん
対
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
陽
子
線
治
療

　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
副
作
用
の
少
な
い
陽

子
線
を
用
い
た
が
ん
治
療
を
平
成
23
年
４

月
か
ら
行
っ
て
お
り
、
固
形
が
ん
で
あ
る

前
立
腺
、
肺
、
肝
臓
、
膵
臓
等
の
が
ん
に

つ
い
て
、
既
に
１
９
０
０
件
を
超
え
る
治

療
実
績
が
あ
り
ま
す
。

■
陽
子
線
治
療
の
助
成
制
度

　

県
に
お
い
て
は
、
県
民
が
陽
子
線
治
療

を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
受
け
た
患

者
や
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
利
子
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
12
月
27
日
か
ら
奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
と
は
、
緊
急
医
療
に
必
要
な
機
器
や

衣
料
品
な
ど
を
装
備
し
た
救
急
医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
す
。
医
師
や
看
護
師
が
搭
乗
し
、
離
着
陸
場
所
（
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
か
ら
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
ま
で
の
間
、

患
者
に
救
急
医
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
町
内
の
離
着
陸
場
所
（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

①
古
仁
屋
小
学
校
②
古
仁
屋
中
学
校
③
古
仁
屋
高
校
④
緑
地

公
園
（
古
仁
屋
漁
港
）
⑤
古
仁
屋
漁
港
野
積
場
用
地
１
⑥
海

上
自
衛
隊
奄
美
基
地
分
遣
隊
⑦
古
仁
屋
漁
港
野
積
場
用
地
２

⑧
手
安
ヘ
リ
ポ
ー
ト
⑨
清
水
公
園
運
動
競
技
場
⑩
ホ
ノ
ホ
シ

海
岸
広
場
⑪
油
井
小
中
学
校
⑫
篠
川
小
中
学
校
⑬
久
慈
小
中

学
校
⑭
久
慈
港
⑮
旧
管
鈍
小
中
学
校
⑯
西
古
見
港
⑰
旧
イ
ケ

ド
桟
橋
⑱
瀬
相
港
（
加
計
呂
麻
島
）
⑲
秋
徳
小
中
学
校
（
加

計
呂
麻
島
）⑳
伊
子
茂
港（
加
計
呂
麻
島
）㉑
三
浦
ヘ
リ
ポ
ー

ト
（
加
計
呂
麻
島
）
㉒
請
阿
室
港
（
請
島
）
㉓
請
島
ヘ
リ
ポ
ー

ト
（
請
島
）
㉔
与
路
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
与
路
島
）

■
申
請
中
の
離
着
陸
場
所

　

①
与
路
小
中
学
校
②
与
路
港
③
池
地
港
④
生
間
港

■
運
航
主
体　

県
立
大
島
病
院

■
運
航
範
囲　

奄
美
地
域
及
び
十
島
村

■
運
航
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
日
没
ま
で

※
視
界
不
良
の
時
な
ど
、出
動
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
出
動
要
請
方
法　

消
防
機
関
な
ど
が
必
要
に
応
じ
て
、
県

立
大
島
病
院
へ
要
請
し
ま
す
。

※
住
民
の
皆
様
が
直
接
要
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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■お問い合わせ　社会教育課　生涯学習係　☎０９９７－７２－２９０５

■お問い合わせ　町民生活課　☎０９９７－７２－１０６０

■お問い合わせ　保健福祉課　保健予防係☎０９９７－７２－１０６８

　 

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
購
入
し
ま
し
た

　
　
町
民
生
活
課
か
ら
一
時
預
か
り

　
　
　「
マ
マ
・
サ
ポ
・
ス
マ
イ
ル
」
の
お
知
ら
せ

　
　 

平
成
28
年
度
「
８
０
２
０
運
動
」
表
彰
者

宝くじ事業

一時預り

8020 運動

　

宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
で
あ

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し

て
、
清
水
体
育
館
に

「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
少
年
の
体

力
及
び
技
術
の
向

上
と
意
識
・
知
識

の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
、

２
０
１
６
年
度
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
派
遣

事
業
等
で
「
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
」
を
活
用
し

て
行
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、「
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
」
の
使
用
を

希
望
す
る
団
体
等
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
上
記
の
社
会

教
育
課
生
涯
学
習
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
急
な
用
事
の
時
、子
ど
も
の
預
け
先
に
困
っ
た
事
、

あ
り
ま
せ
ん
か

！？

　
「
マ
マ
・
サ
ポ
・
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
海
の
駅
２

階
に
て
６
ヵ
月
か
ら
６
才
ま
で
の
お
子
様
を
一
時
預

か
り
し
て
い
ま
す
。

■
営
業
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

■
営
業
時
間　

９
時
～
17
時

■
定
休
日　

土
・
日
・
祝
（
※
今
後
準
備
が
整
い
次

第
、
土
曜
日
、
祝
日
も
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
）

■
料
金　

１
時
間
５
０
０
円

※
初
回
の
み
保
険
代
含
む
１
５
０
０
円
が
別
途
必
要

で
す
。
ま
た
、
お
得
な
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

■
一
時
預
か
り
の
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

　「
マ
マ
・
サ
ポ
・
ス
マ
イ
ル
」
専
用
連
絡
先

　
　
　
　
　

☎
０
８
０
‐
８
５
８
２
‐
５
５
７
８

　

特
別
な
事
情
が
あ
り
、
１
週
間
や
１
ヵ
月
利
用
し

た
い
場
合
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
運
営

　

瀬
戸
内
町
子
ど
も
一
時
預
か
り
推
進
協
議
会

　

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
と
は
、

平
成
元
年
よ
り
厚
生
省
（
当
時
）
と
日
本
歯
科
医

師
会
が
推
進
し
て
い
る
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本

以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。

　

20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満

足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
で
は
、
左
記
８
名
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

【
表
彰
者
】　
　
　【
年
齢
】　
　【
歯
本
数
】

加
納　

池
臣　
　
（
85
）　　
　

22
本

宮
之
原　

常
輝　
（
82
）　　
　

27
本

禱　

安
子　
　
　
（
82
）　　
　

23
本

沖
島　

ヒ
ロ
子　
（
80
）　　
　

23
本

沖　

島
藏　
　
　
（
81
）　　
　

22
本

川
井　

義
美　
　
（
82
）　　
　

24
本

東　

ミ
チ
ヱ　
　
（
84
）　　
　

26
本

井
介　

朝
子　
　
（
84
）　　
　

26
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▲購入したトランポリン▲トランポリンの使用風景
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加計呂麻島ハーフマラソン
2016

～あったかい応援と、海に見守られて～

町制施行 60 周年記念

　

加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
、

11
月
13
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
籍
で
リ
オ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し

た
、
猫
ひ
ろ
し
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
参
加
し
た
６
２
６
名
が
加
計

呂
麻
島
を
快
走
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
沿
道
に
駆
け
付
け
て
く
れ

た
皆
様
か
ら
の
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
い

う
掛
け
声
や
チ
ヂ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら

の
応
援
は
、
選
手
た
ち
に
元
気
と
力
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
水
や
警
備
な
ど
多
く
の
方

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
選
手
を
支
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

あったかい応援

給水のおもてなし

チヂンでの応援

救護班も大会をサポート
北海道から３人の参加者が！

猫ひろしさんが来てくれました！

屋台で選手をサポート

晴天に恵まれた開催日。北海道か
ら参加した選手からは、経験した
事のない暑さとの声も。この時期
の北海道は－５℃だそうです！！
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ギ
ニ
ア
共
和
国
出
身
の
タ
レ
ン

ト
、
オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン
さ
ん
が

来
庁
し
ま
し
た
。
東
京
の
ラ
ジ
オ
局

で
奄
美
の
事
を
紹
介
す
る
番
組
を
放

送
予
定
で
、
実
際
に
奄
美
を
体
験
し

よ
う
と
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
や
真
珠
な
ど
の
特
産

品
や
加
計
呂
麻
島
や
請
島
、
与
路
島

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
話
を
し
な

が
ら
、
サ
ン
コ
ン
さ
ん
は
「
い
ろ
ん

な
話
が
あ
り
ま
す
ね
。
ど
ん
ど
ん
ラ

ジ
オ
で
話
し
て
、
奄
美
大
島
に
行
っ

て
み
よ
う
と
い
う
人
を
増
や
し
た

い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
の
啓
発
と
火
災
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

る
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
瀬
戸
内
消
防
分
署
、
消

防
団
、
町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
が
市
街
地
を
巡
り
な
が

ら
、
火
の
用
心
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

拍
子
木
と
子
ど
も
た
ち
の
「
火
の

用
心
！
」
と
い
う
元
気
な
掛
け
声
に

誘
わ
れ
て
駆
け
付
け
た
住
民
か
ら

は
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
25
歳
に
な
る
若
者
が
主
に
参

加
す
る
古
仁
屋
青
年
団
主
催
に
よ
る

十
五
夜
祭
・
敬
老
会
が
大
湊
緑
地
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
団
の
振
り
出
し
で
始
ま
っ
た

祭
り
は
、
高
丘
保
育
所
の
保
育
児
に

よ
る
元
気
な
踊
り
や
相
撲
大
会
、
青

年
団
と
地
女
連
に
よ
る
力
飯
、
相
撲

甚
句
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
最
後
は
８

月
踊
り
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
朝
原
紀
久
（
66
）
さ
ん

は
「
活
気
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
貸
出
数
上
位
の
西
阿
室
小

学
校
２
年
生
薄
井
波
音
君
が
秋
の
読

書
フ
ェ
ア
の
一
環
で
１
日
図
書
館
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
村
館
長
か
ら
館
長
の
仕
事
の
説

明
を
一
通
り
受
け
た
後
、
館
内
パ
ト

ロ
ー
ル
に
出
発
し
て
図
書
館
の
施
設

を
隅
々
ま
で
巡
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
の
整
理
業
務
や
カ

ウ
ン
タ
ー
の
貸
出
業
務
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

薄
井
君
は
「
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
が

楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ギニ ア 共 和 国 出 身 の タ レ ン ト
サ ン コ ン さ ん が 来 庁 し ま し た子ど も た ち と 火 の 用 心！

市 街 地 を 巡 り ま し た

古仁 屋 十 五 夜 祭・ 敬 老
会 が 開 催 さ れ ま し た 秋の 読 書 フ ェ ア で 西 阿 室 小 の

薄 井 君 が １ 日 図 書 館 長 に

11月8日（火）ラジオで奄美が紹介されます11月8日（ 火）元気な声、響く

11月6日（ 日）青 年 団 の 活 気 あ ふ れ る 11月3日（ 木）図書館の仕事を体験しました♪
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瀬
戸
内
町
と
瀬
戸
内
警
察
署
は
、

町
の
契
約
、
入
札
、
備
品
購
入
な
ど

か
ら
暴
力
団
関
係
者
を
排
除
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

暴
力
団
排
除
協
定
は
、
東
日
本
大

震
災
復
興
事
業
へ
暴
力
団
が
介
入
す

る
事
例
も
あ
り
、
全
国
的
に
協
定
締

結
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
瀬
戸
内
町
が
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
群
島
全
市
町
村
で
暴
力
団

排
除
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

締
結
に
よ
り
、
警
察
署
か
ら
の
情

報
提
供
手
続
き
が
迅
速
に
行
な
わ
れ

ま
す
。

瀬戸 内 警 察 署 と 暴 力 団 排
除 協 定 を 締 結 し ま し た

11月15日（ 火）奄美・琉球の自然とくらしを知る

11月9日（水）まちを守る

　

町
制
60
周
年
を
記
念
し
て
琉
球
大

学
と
町
立
図
書
館
・
郷
土
館
共
同
に

よ
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
館
に
は
、
期
間
限
定
で
琉
球

大
学
所
蔵
の
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

の
タ
イ
プ
標
本
や
昆
虫
の
標
本
な
ど

の
自
然
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
藁
を
編
ん
で
村
に
あ
る
家

の
戸
数
を
表
し
た
藁
算
と
呼
ば
れ
る

も
の
や
奄
美
と
琉
球
王
朝
に
関
す
る

書
物
や
地
図
な
ど
暮
ら
し
や
歴
史
に

関
連
す
る
様
々
な
資
料
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

町制 60 周年記念企画展「奄美群島の
自然とくらし」が開催されました

11月15日（ 火）～ 11月25日（ 金）　命を救う

　

奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
町
内
初
訓

練
が
本
島
、
加
計
呂
麻
島
、
請
島
、

与
路
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
の
請
島
、
与
路
島
訓
練
で
は

住
民
も
参
加
し
、
ヘ
リ
に
近
付
く
場

合
の
注
意
事
項
や
患
者
を
搬
送
す
る

手
順
を
奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
チ
ー
ム

の
操
縦
士
や
整
備
士
、
医
師
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
池
地
集
落
の
勝
鉄
弘
さ

ん
は「
命
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、

学
ん
だ
事
を
復
習
し
て
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

奄美 ド ク タ ー ヘ リ の 町 内
初 訓 練 が 行 わ れ ま し た

　

琉
球
大
学
理
学
部
教
授
の
横
田
昌

嗣
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
世
界
自
然

遺
産
と
奄
美
諸
島
の
植
物
」
と
題
し

た
講
演
会
が
清
水
公
園
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
奄
美
と
琉
球
は
大

陸
と
繋
が
っ
た
り
、
離
れ
た
り
し
な

が
ら
多
様
な
種
が
生
息
し
て
い
る
。

他
の
世
界
自
然
遺
産
の
島
で
も
こ
の

よ
う
な
島
は
少
な
い
」
と
奄
美
琉
球

の
島
々
に
生
息
し
て
い
る
マ
ツ
バ
ボ

タ
ン
な
ど
の
遺
伝
子
の
違
い
を
用
い

な
が
ら
、
奄
美
琉
球
に
生
息
す
る
固

有
種
の
希
少
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

世界自然遺産と奄美諸島の植物に
関 す る 講 演 が 開 催 さ れ ま し た

11月19日（ 土）世 界 自 然 遺 産 登 録 を 目 指 し て
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本
町
芝
集
落
出
身
で
元
日
本
経
済

大
学
大
学
院
教
授
の
叶
芳
和
さ
ん
に

よ
る
、「
新
し
い
瀬
戸
内
町
の
地
方

創
生
～
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め

よ
～
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
叶
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
東
京
瀬
戸
内
会
幹
事
長
山
田

幸
一
郎
さ
ん
、
中
部
瀬
戸
内
会
幹
事

長
盛
岡
雅
己
さ
ん
、
関
西
瀬
戸
内
会

幹
事
長
盛
島
和
郎
さ
ん
、
中
村
企
画

課
長
に
よ
る
、「
地
方
創
生
と
シ
マ

の
未
来
に
つ
い
て
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
公
園
総
合
体
育
館
に
て
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
は
、
古
仁
屋
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
幕
開
け
し
、
島

唄
や
８
月
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
や

日
本
舞
踊
、
社
交
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
の
踊
り
、
コ
ー
ラ
ス
や
ピ

ア
ノ
演
奏
な
ど
の
音
楽
関
係
の
発
表

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
舞
台
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
生
花
や
習
字
、

絵
、
盆
栽
、
陶
器
な
ど
多
種
多
様
な

作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者

は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
世
界
自
然
遺
産
子
ど
も
博

士
号
講
座
は
、
野
鳥
観
察
。
渡
り
鳥

の
重
要
な
中
継
地
「
水
田
」
が
今
も

残
る
加
計
呂
麻
島
の
諸
鈍
集
落
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　

奄
美
野
鳥
の
会
の
清
正
斉
先
生
を

講
師
に
、
諸
鈍
集
落
を
歩
き
な
が
ら

チ
ュ
ウ
サ
ギ
や
サ
シ
バ
な
ど
24
種
類

の
野
鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

望
遠
鏡
や
カ
メ
ラ
で
美
し
い
羽
を

持
つ
野
鳥
や
勇
ま
し
い
野
鳥
を
見
る

た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
か
ら
運
行
を
開
始
し

た
、
新
造
船
の
３
代
目
フ
ェ
リ
ー
か

け
ろ
ま
に
、瀬
戸
内
町
石
油
組
合（
町

内
10
社
）
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

石
油
組
合
代
表
の
豊
雅ま
さ

喜き

（
40
）

さ
ん
は
、「
以
前
か
ら
組
合
の
中
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
町
民
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
フ
ェ

リ
ー
が
新
し
く
な
る
際
に
、
何
か
で

き
な
い
か
。
も
し
も
の
時
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

し
ま
し
た
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

町制 施 行 60 周 年 記 念 シ ン ポ
ジ ウ ム が 開 催 さ れ ま し た第40 回 瀬 戸 内 町 文 化

祭 が 開 催 さ れ ま し た

世界 自 然 遺 産 子 ど も 博 士 号
講 座 が 開 催 さ れ ま し た瀬戸内町石油組合からフェリーか

けろまに AED が寄贈されました

11月19日（土）シマの未来を語る11月20日（ 日）心に響く文化祭

11月23日（水）野鳥観察♪11月29日（火）　ありがとうございます
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平成２８年度１２月号 

   

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

せ

新入生整列

男子２２名，女子３４名 計５６名 

が，第６７期生として入学しました 

１２月６日（火）に本場奄美大島紬協同組合青年部の

御協力のもと，校内で大島紬の歴史や製法などについて

の学習と着付け体験を行いました。ほとんどの生徒が大

島紬を着るのは初めてだったので，とても喜んでいまし

た。奄美の伝統文化のすばらしさを体感することができ

た良い時間となりました。あああああああああああああ

あ生徒からは，「かわいい柄の紬を着ることができて嬉し

かった」，「意外と軽かった」，「普段のように歩くのが難

しかった」などの感想がありました。

企業見学・郷土研修（１年生）  

１１月１５日（火）に瀬戸内町花天と宇検村湯湾を訪

れ，見学や研修を行いました。生徒たちはマグロ養殖の

迫力や音響熟成での黒糖焼酎作りに触れ，驚きや感激の

表情を浮かべていました。普段はできない体験を通して，

郷土奄美の魅力を知る良い機会となりました。

大島紬に関する体験学習 

修学旅行（２年生） 
１２月６日（火）～９日（金）に３泊４

日の日程で修学旅行を行いました。行先は

奈良・京都・大阪で，日本の歴史や文化に

触れたり，京都市内で自主研修をしたり，

ＵＳＪで楽しく過ごすなど，新しい体験を

することができました。仲間と共に多くの

ことを学び，高校生活での最高の思い出の

ひとつとなりました。

受賞者 
南日本新聞社主催 第１６回

「新聞」感想文コンクール

入選 ２年 亀澤 光 君

題名「誰かのために生きる」

近畿大学水産研修所奄美実験場 
・奄美大島開運酒造 

（１年生） 

天皇の生前退位についての

新聞記事を読んで，天皇のお気

持ちや，あまり知られていない

御公務のことを知りり，「誰か

り，自分の考えをああああああ

書きました。
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戸
籍
の
窓

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　【
保
護
者
】　【
住
所
】

　
栄　
　
　

杏
き
ょ
う

磨ま　
　

陽
太　
　

嘉
鉄

　
　
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　【
本
籍
】

　

澤
山　

秀
樹　
　
　

大
和
村

　

廣
田　

里
華　
　
　

奄
美
市

　

三
浦　

敏
治　
　
　

三
浦

　

和
田　

有
子　
　
　

神
奈
川
県

　

三
角　

尚
慶　
　
　

福
岡
県

　

重
田　

梨
子　
　
　

油
井　

広
報
紙
郵
送
料

【
名
前
】　
　
　
　
　
　
　
　【
住
所
】

　

川
上　

俊
智　
　

五
千
円　

兵
庫
県

　

沖　
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
【相談日時及び場所】

①瀬相公民館　　　1月14日（土）午前８時30分～午後2時　
②船津団地集会所　1月19日（木）午前10時～午後1時
　※本相談会での直接受託は原則行いません。
　　正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　
℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

「
お
誕
生
」、「
ご
結
婚
」、「
お
く
や
み
」
は
11
月
に
届
け
ら
れ
た

分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）
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香
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し
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し
て
社
協
へ

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72 － 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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　まちの未来を語らん場｜若者たちで「まち」への想いを語る

　俵中学校の文化祭｜食育で島を知る

　「始めたきっかけはシンプルにまちを盛り上げたいという思いです」そう語るのは、まちの未来を語らん場
を主催する渡太郎さん。青年団や商工会、漁業、林業、農業、建設業など様々な業種に携わる若い人や高校生
たちが、まちの未来について真剣に語る会「まちの未来を語らん場」。
　その 2 回目が 10 月 28 日に開催され、瀬戸内町の「まち・ひと・しごと総合戦略」に関して議論したり、

「町議会議員選挙の立候補予定者に若者の想いを伝えたい」と様々な立場の若者たちが質問を考えていました。
　「まちをつくるには、1 人だけではできない。一人ひとり町に住むみんなの力が必要。その中でも、できる
だけ若い人たちがまちづくりに参加するきっかけづくりをしていきたい」と力強く語る渡さん。
　「語らん場をやっていく中で、まちへの未来を思っているたくさんの若い人がいることを知ることができた。
これからも、多くの若い人達とまちの未来を語っていきたい」そう語る渡さんの眼差しは、希望にあふれてい
ました。

　「子どもたちが島の食材や食文化に触れることで、命の大切さを知るきっかけになれば」と語るのは、俵
中学校の前原教頭先生。食育授業１回目は、島の食材を生かした料理を学ぶ伝承料理教室、２回目は「いも
づるのきんぴら」など俵集落で昔から食べられていたものを学ぶ料理教室、そして 10 月 30 日に開催され
た３回目のテーマは「みんなでごはんを食べること」。俵集落の住民と加計呂麻園の久永さんと矢谷さんと
一緒になって料理を作りました。島の食材を残さず使って完成した料理は、集落の公民館で同時開催された
文化祭で住民と一緒にいただきました。文化祭では、生徒の研究発表やゲストの K

カ イ ト

@ITO さんによるマジッ
クなども披露され、集落と先生、生徒みんなの絆で作り上げる文化祭は笑顔であふれていました。

▲第２回まちの「未来」を語らん場の様子 ▲渡太郎さん（右）と古仁屋高校生（中央、左）

▲島のパパイヤ

▲集落の皆さんと文化祭 ▲文化祭ゲストの
パフォーマー K

カ イ ト

@ITO さん

▲料理の様子 ▲３名の生徒と一緒に料理

▲完成した料理。かぼちゃの種まで使いました！


